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研究成果の概要：  

本研究は、J・J・ギブソンの生態学的心理学に包含される認識論・存在論を哲学的に敷衍
し、生態学的立場の哲学の確立を目指した。従来は知覚論・認識論に限定されていた生態学
的立場を、以下の三つの分野で展開した。（1）生態学的心理学と環境存在論を結びつけ、
身体と環境とダイナミズムを理論化した。（2）社会的・科学技術的な環境の媒介性の解明
し、科学技術社会論に貢献した。（3）アフォーダンス理論を踏まえて生態学的道徳的実在
論を提案した。 
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2006年度 900,000 0 900,000 
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年度    

  年度    
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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・倫理学 

キーワード：認知哲学、生態学的心理学、環境存在論、道徳実在論、科学技術論 

 
１．研究開始当初の背景 

ジェームズ・J・ギブソンの生態学的心理

学は、知覚心理学の問題を超えて、哲学的に

近代的な認識論と存在論の変更を迫るもの

である。心の哲学や認知哲学の分野において

は、ギブソンの重要性は徐々に理解されつつ

あるが、しばしばその基礎概念については誤

解されがちであり、矮小化された理解も散見

された。さらに、生態学的心理学の持ちうる

その存在論的含意や倫理的な応用の可能性

と射程までは十分に理解されていなかった。 

 
２．研究の目的 

以上の背景を踏まえて、本研究では、ジェ
ームズ・J・ギブソンの生態学的心理学に包
含される認識論・存在論を哲学的に敷衍し、
生態学的（エコロジカルな）立場の哲学の
確立を目指した。 

とくに、従来は知覚論・認識論に限定さ
れていた生態学的リアリズムを、以下のよ
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うな存在論や環境論、倫理学の分野へと拡
張し、生態学的立場の哲学として、以下の
ように包括的に確立することを目指した。 

（1）生態学的心理学と身体-環境の存在
論：身体的主体と生態学的環境との交渉
のダイナミズムの理論化。 

（2）社会環境論・科学技術環境論：人間
の心理と行動における社会的・科学技術
的な環境（人間関係・技術・テクノロジ
ー・制度）の媒介性の解明。 

（3）道徳実在論と環境倫理学：アフォー
ダンス理論などの心理学的な観点を踏ま
えた、道徳的実在論の擁護。さらに環境
倫理学的な課題についての考察。 
 
 

３．研究の方法 
研究は、基本的に文献の解釈とその総合を

中心としながら、国内外の関連学会や自主シ
ンポジウム、大学などが主催する講演会など
に参加することで情報収集や意見交換を行
い、さらに情報提供者による情報提供を受け
るなどして遂行した。 
 
 
４．研究成果 

研究成果は、国内外の学会における個人発
表、シンポジウムやワークショップ（提題、
企画、指定討論など）、大学や公益団体、企
業などが企画する講演会で発表し、学会雑誌、
商業誌、著作（単著・共著）の形で文書とし
て公開した。それ以外に、書評やエッセイ、
座談会の記録などを通した派生的な成果発
表を行った。 

その結果、量的には、図書 10 件（単著 2
冊、共著 7 冊、翻訳 1 冊）、雑誌論文 7 件、
学会発表 23 件、書評などその他の出版物 15
件となり、質量ともに最大限の成果を収めら
れたものと自負している。 
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